
空 き 家
パブリック　　　  コモン　　　  パーソナル

　空地   　  植栽　　 建物　　  道路　　 境界

空き家は今も街のあちこちに存在しており、今後も増えて

いく可能性があります。 そこで、空き家を以下のような

段階的なシステムで再生・活用することが考えられます。 

1）空き家となってしまった物件は、行政が運営する「空

き家バンク」で一括管理を行う

2）空き家の改築、運用方法のアイデアなどを、全国規模

で若手デザイナーなどに公募する 

3）常に対話を行って設計者と住民との距離を縮め、空き

家を街にとって必要なものに変えていく

4）デザイナーが提案するデザインや用途で、塩尻の街に

新しい風を吹き込む

こうしたシステムを使えば、空き家活用が、若手デザイナー

にとっては挑戦の場となり、塩尻の街の価値をあげること

にも繋がります。 ちなみに左写真は、東伊豆で行われた

消防団の建物を、用途変更によって再生した一例です。
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現在、空き家は街のあら
ゆる箇所に存在する。そし
て、今後も増えていくだろ
うことは想像に難くない。
そこで、空き家に対するシ
ステムの構築を図る。

①現在、街のいたるとこに存在する空き家を「空き家」を行政が運営する「空き家バンク」で一括管
理を行う。
②それらの改築、運用等に関して若手デザイナーを中心に、全国規模で公募を行う
③地域住民との対話を常に行うことで、設計者と住民との距離を縮め、街に必要なものになっていく。
④デザイナーの手によって、提案されるデザインや用途は塩尻に新しい街を風を吹き込む。これは若手
デザイナーにとっての挑戦の場でありながらも、塩尻の街としての価値を上げていくことにも繋がる。
また、上記写真は東伊豆で行われた消防団の建物のコンバージョンの一例である。
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